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東
南
ア
ジ
ア
で
最
大
の
国
土
面
積
を
有
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
二
〇
〇
一
年
に
人
口
二
億
一
、

四
八
〇
万
人
に
達
し
た
。
こ
の
四
〇
年
間
で
人
口

は
二
・
二
倍
に
増
大
し
た
の
に
対
し
、
主
食
と
な

る
コ
メ
の
生
産
量
は
四
倍
に
も
増
加
し
た
（
二
〇

〇
一
年
に
五
千
万
ト
ン
、
一
、
一
八
〇
万　

）。
こ

ha

れ
は
、
一
九
六
七
年
か
ら
現
れ
る
緑
の
革
命
に
よ

る
反
収
増
大
効
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
が
、
コ
メ
不
足
は
い
ま
だ
に
深
刻

で
あ
る
。
一
九
八
四
年
の
自
給
達
成
宣

言
以
降
の
反
収
増
加
率
は
頭
打
ち
と
な

り
、
一
九
九
九
年
に
四
七
五
万
ト
ン
、

二
〇
〇
〇
年
に
は
一
三
五
万
ト
ン
も
輸

入
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

こ
の
四
〇
年
間
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体

の
耕
地
面
積
の
増
加
は
一
六
％
（
六
一
〇
万　

）
ha

に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
増
加
分
の
四
分
の
三
は
永

年
作
物
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
種
類
別
に

検
討
す
る
と
、
最
大
の
伸
び
率
を
示
し
た
の
は
カ

カ
オ
で
五
三
倍
、
次
い
で
ア
ブ
ヤ
ラ
シ
二
八
倍
で

あ
る
。
六
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
た
上
位
一
〇
品

目
の
う
ち
、
半
数
が
工
芸
作
物
お
よ
び
果
樹
（
チ

ョ
ウ
ジ
、
バ
ニ
ラ
、
ア
ボ
カ
ド
）
で
、
残
り
が
野
菜

（
ニ
ン
ジ
ン
、
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

キ
ュ
ウ
リ
）
で
あ
っ
た
。
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
や
カ
カ
オ
の

増
大
は
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
や
ス
ラ
ウ
ェ
シ
な
ど
外
島
で

の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
依
拠
し
て
お
り
、
開

発
に
伴
う
森
林
伐
採
と
焼
畑
に
よ
る
煙
害
が
大
き

な
環
境
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

　

増
加
率
の
著
し
い
野
菜
は
、
低
地
で
生
産
さ
れ
る

伝
統
的
な
熱
帯
野
菜
で
は
な
く
、
冷

涼
な
高
原
地
帯
で
生
産
さ
れ
る
温
帯

野
菜
で
あ
る
。
最
大
の
産
地
は
ジ
ャ
カ

ル
タ
近
郊
の
チ
パ
ナ
ス
お
よ
び
バ
ン
ド

ン
周
辺
で
あ
る
が
、
広
く
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
各
都
市
近
郊
の
高
地
で
一
般
化
し

て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
自
給

用
食
料
か
ら
転
換
し
て
い
る
。一
九
八
〇
年
代
に
始

ま
っ
た
野
菜
栽
培
面
積
の
拡
大
は
、
養
鶏
場
か
ら
大

量
に
排
出
さ
れ
る
鶏
糞
と
関
係
が
あ
る
こ
と
が
西

ジ
ャ
ワ
と
バ
リ
島
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
軽
く
て
窒
素
成
分
の
多
い
鶏
糞
堆
肥
は
野
菜

栽
培
に
有
効
で
、養
鶏
会
社
か
ら
の
入
手
が
容
易
に

な
っ
た
こ
と
が
野
菜
へ
の
転
換
の
一
助
と
な
っ
た
。こ

の
養
鶏
と
は
、企
業
的
な
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
で
あ
り
、

一
九
九
六
年
に
は
一
億
羽
に
達
し
、一
九
六
〇
年

代
初
頭
に
比
べ
て
一
八
倍
へ
と
増
加
し
た
。

　

高
地
野
菜
生
産
は
農
村
と
し
て
の
機
能
を
保
持

し
な
が
ら
展
開
し
て
い
る
が
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏

や
工
芸
作
物
生
産
は
企
業
的
経
営
が
主
体
で
あ
る

た
め
、
そ
こ
で
働
く
人
は
農
民
で
は
な
く
農
業
労

働
者
と
な
る
。
労
働
機
会
を
求
め
て
農
村
間
の
労

働
力
移
動
が
生
じ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
農
村
か

ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
も
留
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

都
市
人
口
は
す
で
に
四
割
を
超
え
て
い
る
。
都
市

の
拡
大
と
食
生
活
の
多
様
化
が
、
温
帯
野
菜
栽
培

と
ブ
ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
を
急
成
長
さ
せ
た
と
い
え
る
。

急
進
す
る
こ
れ
ら
の
部
門
の
更
な
る
展
開
も
必
要

で
あ
る
が
、
農
村
地
域
に
お
け
る
食
糧
生
産
基
盤

の
強
化
が
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
地
産
地
消
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ま
ず
地
域
資
源
活
用
型
の
生

産
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
る
。
温
帯
野
菜
も
ブ

ロ
イ
ラ
ー
養
鶏
も
外
部
調
達
資
材
に
高
度
に
依
存

す
る
体
系
で
あ
る
た
め
、一
九
九
七
年
に
は
じ
ま
っ
た

ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。

変
動
相
場
制
導
入
に
よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ル
ピ
ア
の

下
落
で
資
材
費
が
高
騰
し
、農
民
は
作
付
け
を
放
棄

し
た
り
、
低
価
な
資
材
で
栽
培
で
き
る
作
目
へ
の
転

換
を
図
っ
て
い
る
。
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。若

者
た
ち
の
意
欲
を
高
め
、
農
村
が
経
済
活
動
の
場
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
知
恵
と
文
化
を
伝
承
す
る
機
能

を
保
持
し
た
社
会
基
盤
が
維
持
で
き
る
よ
う
望
む
。

E  
‐m

ail
:
m
ia

 
       
  ＠

nodai.ac.jp

           

寄　　稿

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
構
造
変
化
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
農
業
構
造
変
化
と

農
村
地
域
の
存
続

農
村
地
域
の
存
続

東
京
農
業
大
学

国
際
食
料
情
報
学
部

東
京
農
業
大
学　

国
際
食
料
情
報
学
部　
　
　
　

講
師

宮

浦

理

恵

講
師　

宮　

浦　

理　

恵


